[image: image1.emf]平成 1 9 年 7 月 13 日     維持保全研究支援奨励金助成 論文   募集 要領 （平成 1 9 年度版）     （社）建築・設備維持保全推 進協会（ BELCA ）     1.   奨励金 助成 の目的   今後、急速に重要性を増すと考えられる維持保全に関する分野の若手研究者に対して、 BELCA が研究助成を行うことにより、進行中の研究推進の一助として、更に維持保全研究の 継続的推進に寄与することを目的 とする。       2.   助成対象論文のテーマ   維持保全 関連 とし、建 物のロングライフ化に結びつくテーマとする。例えば LC 設計・ LCC 、 維持保全計画（長期修繕計画）、診断、改修、建築ストック対策、耐久性、維持保全教育等 と する 。       3.   募集期間   平成 1 9 年 9 月 1 8 日（ 火 ）～ 10 月 19 日（金）       4.   助成対象者 と 奨励金の額   平成 20 年 3 月末日に、修士論文 また は博士論文を提出する予定の 者（グループも可）若干 名を対象とする。但し、修士 課程または 博士 課程の学生 に限る 。   奨励金の額は、一論文につき博士前期課程 （修士） 30 万円、博士後期課程 （博士） 50 万円 とする。       5 .   最終提出物 と助成の前提 （著作権等）   論文の要約（ 1 万字程度）の電子データ・印刷物、並びに論文最終版の印刷物 の 3 点を提出 する。   また、 助成対象論文の著作権は研究者とする。 BELCA は、 BELCA の刊行物等への助成対 象論文の要約の無償による掲載の権利を得るものとする。     6.   応募方法   維持保全関係論文概要（修士論文、博士論文）調査票（様式 1 ）および指導教員の推薦状（様 式 2 ）に必要事項を記入の上、 BELCA 宛に 10 月 19 日（金）までに郵送（当日消印有効）す る。 （様式は 9 月上旬に当協会ホームページに掲載予定）  


[image: image2.emf]7 .   助成論文の選定   ・調査票に基づき選定委員会で審議し、 3 ～ 5 件程度を選定する。   ・選定に当たっては、必要に応じ、補足調査も行う。   ・研究奨励金は個人宛に支払うこととする。   ・支払い時期は、 12 月中旬頃とする。       8 .   助成論文の 選定 委員会     選定委員会委員 （敬称略）        委員長   友澤史紀     日本大学   生産工学部建築工学科教授             松本光平     明海大学   名誉 教授             紀谷文樹     神奈川大学   工学部建築学科教授             峰政克義     住宅総合研究財団   専務理事（東洋大学客員教授）             伊藤   潔     BELCA 企画調整委員会委員長（三菱地所（株））           今泉   晋     BELCA 専務理事       9 .   辞退   選定後 、 論文が 提出 でき ない場合、 あるいは、 大学の審査・承認を得られない などの 事情が あった場合 には 、 速や かに BELCA に 辞退する旨を報告 する こと 。       10 .   論文の公表   BELCA NEWS のほか、 BELCA 刊行物等へ論文の要約（前記）を掲載 する。       11 .   助成の手続き   別紙   「維持保全研究支援奨励金   助成手続き要領」を参照 のこと 。       1 2 .   提出物の取り扱いについ て   応募者の個人情報（氏名、住所、連絡先等）は、応募 論文 に関する BELCA からの 問い合 わせ、 選定 結果の連絡に利用 する 目的 以外 には一切利用 し ないものとする 。詳細は BELCA ホームページのプライバシーポリシー を 参照 のこと 。  


維持保全関係論文概要（修士論文、博士論文）調査票
	タイトル
	     

	所　属
	     

	ふりがな
	     

	氏　名
	     

	論文種別
	 FORMCHECKBOX 
修士論文　　 FORMCHECKBOX 
博士論文
	指導教員
	     
	 FORMCHECKBOX 
教授

 FORMCHECKBOX 
准教授

 FORMCHECKBOX 
助教

	研究目的
	     

	研究内容の概要
	     

	研究成果のイメージ
	     


※　1枚でまとめて下さい。


推薦状
社団法人　建築・設備維持保全推進協会

　会長　　髙　木　　丈　太　郎　殿

　当研究室に所属する　　     　　　　　　　　　　が作成する論文を、貴協会の研究助成の

候補として推薦します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年     月     日

	
	     
	大学院

	
	
	

	
	     
	研究科

	
	
	

	
	     
	専攻

	
	
	

	指導教員　　氏名
	     
	㊞

	
	
	


[image: image3.emf]平成 19 年 7 月 13 日     維持保全研究支援奨励金   助成手続き 要領 （平成 1 9 年度版）     □   成果品について   ・   次の 要領 に従い作成した 要約の電子データ・印刷物、並びに論文最終版の印刷物を 、平成 20 年 3 月末日 まで に ご提出いただきます。   ・   要約は、 BELCA   N EW S 用の原稿作成 要領 にのっとり作成して いただきます 。   ・   要約は、 BELCA   NEWS へ掲載 いたします。 BELCA   NEWS の読者 は 広範囲な分野で実務さ れている事を考慮して、学術論文ではなく一般向けに紹介するものとして分かりやすくまと めて 下さい 。   ・   １月中旬 頃 に、論文の進 捗状況の 中間 報告をして 下 さい。     □   手続き書類について   ・   合意書 （ 2 部）・振込み 先 指定用紙にご記入 ・捺印 の上、ご返送下さい。（その他必要書類ご ざいましたら、合せてご送付下さい。）   ・   合意書 は 2 部作成し 、 各自が 捺印 ・ 保管 します ので、 ご返送いただいた合意書に当協会会長 印を捺印の上、 1 部を返却いたします。     □   支払方法   ・   個人宛に 学資金として お支払いをすることに しております 。   ・   当協会で記入する必要のある書類がございましたら、 振込み先指定用紙 と合せてご送付下さ い。   ・   振込み完了 後 には領収書を いただきます 。 （ご郵送下さい）     □   連 絡 等   ・   連絡が必要な場合、 基本的には ご 本人 様にご 連絡 させていただきます 。   ・   ご住所・ご連絡先に変更がありましたら 、 平成 20 年 4 月以降も ご連絡下さい。 （ 論文要約を BELCA NEWS に掲載するにあたり、原稿チェック 依頼 等 のためご連絡させていただきま す 。）   ・   BELCA の窓口は 総合企画部   大野木 です 。   ・   交 通費は 支給 できません が、 BELCA 近く （東京駅、大手町 駅 から 至近 ） にいらしたとき や、 中間報告の際に BELCA に 気軽にお立ち寄り下さい 。     [BELCA 窓口 ]   総合企画部   大野木   〒 100 - 0004   千代田区大手町 1 - 6 - 1   大手町ビル 764   TEL ： 03 - 5252 - 3873   FAX ： 03 - 5252 - 3871   e - mail ： onogi @belca.or.jp


[image: image4.emf]維持保全研究支援合意書   ( 見本 )     社団法人   建築・設備維持保全推進協会（以下甲という）と   ○○ 大学       （以下乙とい う）は、甲が乙にその維持保全に関する論文に 研究 奨励金を支給するにあたり、その取扱いについ て次の通り合意する。     記     （助成）   第１条     甲は、乙が平成 20 年 3 月までに、論文を完成させ、所属大学院所定の審査がある場合には それに合格し、その要約版（ 1 ページ 1540 文字で約 8 ページ程度） 等 を甲に提出することを前提に、次 条の 研究 奨励金を支給するものとする。     （ 研究 奨励金の額）   第２条     研究 奨励金は、       円とする。     （対象論文に関する権利）   第３条     助成対象論文の著作権は、乙に帰属するものとする。     ２．    甲は、甲の刊行物等に対し、論文の要約版を無償で掲載する権利を得るものとする。     （成果物の提出）   第４条     乙は、甲に対し、論文 本編１部、 要約版の電子デー タ及び 要約版の 印刷物を、平成 20 年 3 月末日までに各１部提出するものとする。     （ 研究 奨励金の支払い）   第５条     甲は、乙の合意書が提出され た後 、甲の選考委員会で決定した乙の助成論文に対し、 研究 奨励金支払の手続きを行うものとする。     ２ ．    甲は、乙の所属する大学の規程に抵触しない方法で乙に支払うものとし、支払いの方法は 別途協議する。     （辞退届け）   第６条     研究 奨励金の辞退を申し出るときは、乙は甲に速やかに報告する。     （中間報告）   第 ７ 条     乙は、甲に対し、論文の進捗状況を報告するものとする。     （その 他）   第 ８ 条     その他、この合意書に定めのない事項及び取扱いに疑義を生じた場合は、甲乙が誠実に協 議の上、取扱いを決定する。             上記確認の証として本書 2 通を作成し、甲乙各 1 通を保有する。     平成 1 9 年    月    日     甲     東京都千代田区大手町 1 - 6 - 1   大手町ビル 764           社団法人   建築・設備維持保全推進協会         会   長       髙   木     丈   太   郎            ㊞       乙     住所           氏名                      ㊞  


[image: image5.emf]振込み先指定用紙   ( 見本 )         ふりが な   氏       名   印   大   学   名   [ ご連絡先 ]   住       所   電       話   e - mai l         [ 銀行振込口座 ]   振込先銀行名    本支店 名    口座番 号     普通・当座      講座名 義 （ フリガナ ）    名義人住 所        振込みに当たっての注意点や規則等ございましたら、ご教示下さい。      


アンケート
	回答者
	大学院名
	     

	
	研究科・専攻
	     

	
	氏名
	     
	 FORMCHECKBOX 
教授

 FORMCHECKBOX 
准教授
 FORMCHECKBOX 
助教

	
	電話番号
	     


1.　現在、貴研究室に在籍されている大学院の学生及び研究員の人数、並びに維持保全関係のテーマを研究されている大学院生、研究員の人数について、下記の表にご記入下さい。
	　　（次年度以降の助成事業継続を検討するためにお聞きします。）

博士前期課程
	博士後期課程
	研究員

	　2年生人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	　3年生人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	　合計人数　     　人
(うち維持保全系     人）

	　1年生人数　
(うち維持保全系     人）
	　2年生人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	

	
	　1年生人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	

	　合計人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	　合計人数　     　人
(うち維持保全系     人）
	


＊カッコ内は維持保全系をテーマとしている方の人数を記載
2.　貴研究室以外にも貴大学において、維持保全系の研究をしている教員がいらっしゃいましたら、ご紹介下さい。
	     


3.　維持保全関係の研究について意見がございましたら、自由にご記入ください。

	     


　　　　ご回答ありがとうございました。

　　　　ご返信は、同封の返信用封筒でご返信、または下記までFAXでお願いいたします。

FAX：03-5252-3871　大野木　行
様式1





様式2





論文が選考された場合、こちらの用紙をご提出していただくことになります。





論文が選考された場合、こちらの用紙をご提出していただくことになります。








